Samuel Johnson in His ‘Life Savage’ by 長瀬 久子 & Nagase Hisako
‘Life of Savage’ における Samuel Johnson
著者 長瀬 久子
雑誌名 文藝言語研究. 文藝篇
巻 6
ページ 103-124
発行年 1981-12
その他のタイトル Samuel Johnson in His ‘Life Savage’
URL http://hdl.handle.net/2241/13828
‘Life of Savage’におけるSamuelJohnson  
長 瀬 久 子  
1  
SamuelJohnson（1709－84）34歳のときの作品である‘LifeofSavage’1）ほ  
英国の伝記文学の歴史の中では一つの画期的作品とされているものである2）。  
しかし、一方にはこの作品ほ伝記と見られるべきではないという見方もある。  
その立場からはいろいろな解釈が出されている。その中には、この作品は一つ  
の悲劇と見なされるペきであり、主人公のRIChardSavageは一種の悲劇の英  
鮭だとする解釈3〉 もある。また、この物語ほおとぎ話の一種であり、主人公の  
Savageは「幸福な結末を持たない男性のシンデレラ」であるとする冗談めい  
た批評4）さえある。その上、この作品にみられるJobnsonのSavageへの心  
的傾向は精神分析家達にも興味あるものらしく、この作品はその方面の学者達  
にも、しばしば研究の材料を提供してきた。   
この作品が、このようにさまざまに解釈されることの一つの原因は、この作  
品が伝記としては十分に客観的に善かれていないことにある。作者である  
Johnsonが、この伝記の素材となっているSavageに対して抱く思いは複雑  
なものであった。Johnsonほ、彼の考えでほ天才詩人であるこの年長の友人に  
強い愛情を持ちながら、同時に彼の欠点には強い批判の気持を抱いていた。   
しかしながら、この作品が十分な客観性を欠くということは、かならずしも、  
そのことがこの作品の欠陥となっていることを意味するものでほない。客観性  
に欠けるということも、また諸家の研究5）が示すように、この作品において史  
的考証が不十分で、伝記としては不正確なものであるということも、詩人として  
のRichardSavageがほとんどまったく忘れ去られている今日ではあまり重要  
なことにはならない。今日では読者の興味ほこの作品中に見出されるRichard  
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Savageという複雑な人間の性格描写などを小説を読むように読むことに依存  
している。さらに、Jol－nSOnその人に興味を持つ読者にとっては、この作品に  
おける作者の客観性の欠如こそ、むしろ歓迎すべきものになっている。   
およそ伝記というものは、そこに描かれている人物よりも、それを措いている  
作者を一層正確に露呈せしめる憤向のあるジャンルである。その中に作者の姿  
が何らかの形で表れていないということはない。特に故人の伝記がその知人や  
家人によって書かれた場合には、この傾向は一層はなはだしくなってくる。伝  
記の中に故人の姿よりも、書き手が故人に対して持っていた感情の方が強く表  
れているという例は、その一つをあげることが困難なほどありふれている。伝  
記はある意味で作者の自伝であるということが、ほとんど伝記に関する普遍的  
真理であるとさえいえるかもしれない。Johnsonの‘LifeofSavage’におい  
てもこの「真理」が見出されるであろうか。この伝記の特色の一つは、JoIlnSOn  
が、その中で、自分自身についてほとんどまったく言及していないことにある  
のだが。  
2  
Fullof these sal11tary reSOlutions，heleft London．inJuly1739，   
havingtakenleavewithgreattendemessofhisfriends，andpartedfrom  
lheaulhoYqflhisnarralivewithtearsinhiseyes．6）（Italicsmine）   
（これらのためになる決意に満ちて、1739年7月のこと、彼は友人達に心を   
こめていとまごいをし、この物語の著者とも目に涙を浮べて別れると、ロン   
ドンを去っていった。〔付点筆者〕）  
匿名で出版された’LifeofSavage’の中で、Johnsonが自分自身について直  
接言及している、ただ／一箇所からの引用である。JohnsonとSavageとが親  
しく交遊をかわしたのは1738年のおわりごろから、この1739年7月までの一  
年たらずであったが、二人は極めて意気投合して、時には二人で「愛国心を吐  
露し＝・宰相に毒づき、祖国のために立上ろうと決意した」ワ）（付点中野氏）ほど  
の仲であったという。しかしJohnsonは‘LifeofSavage’の中ではこの彼等  
二人の親しい関係を、上に引用した一箇所以外ではもらすことがなかった。彼  
はこの作品の中で、彼等二人の関係だけでなく、自分自身について語ることも  
決してしなかった。もっとも、この作品中の数箇所において、Savageの「あ   
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る友人」（afriend）についての言及があり、それがJolmson自身であること  
は推定できる。しかしそれらは、それぞれ一行から数行の短い記述である。し  
かもそれらの文章においては焦点はその友人の上にではなく、Savageの上に  
おかれているのであり、それらの記述がその友人について伝達することはほと  
んどない。次の文でほむしろ例外的にこの友人の個性が出ているといえよう。  
When he［Savage］was once gently reproach’d by a friend forsub－   
mitting tolive upon a subscriptlOn，andadvicedratherbyaresol11te   
exertionofhisabilltiesto supporthimself‥ 8）   
（彼tSavage］がある時、ある友人から予約解党金にたよって生活すること   
に甘んじないようにとの穏やかな叱責をうけ、むしろ持てる力を決然として   
振りしばって自活するように忠告された時‥‥）  
しかし、この男らしい意見を持った人物がJohnson以外であり得ないと私た  
ちが確信するのは、この伝記執筆時の11年後に、辞典編纂老としてのJollnSOn  
がLord Chester負eldのパトロネッジを拒絶したあの有名な書簡について、私  
達がよく知っているからである。数ケ所にみられる、この「友人」についての  
記述がJohnson自身についてのそれであるという推量もJohnsonとSavage  
の交友についての情報を持っている後世の読者だからできることである。当時  
の読者にはできなかったであろう。この「友人」についての記述がすべて同一  
人物についてのそれであることを暗示するものが本文の中にあるわけでもな  
い。  
Johnsonの手になる伝記とBosⅥrellの手になるそれとほしばしばよい対照  
をなすものとして比較されている。この伝記における作者の存在の仕方という  
問題についてもJohnsonの‘L吏feqFSavage’とBoswellのL垂qfSamuel  
Joゐプ瑚タⅠ（1791年）及びその姉妹篇ともいえる彼のJo％γ彿αJげαrO伽γわ伽  
ガβあγfdβ5（1786年）とは著しい対照をみせている。Boswellは伝記執筆の際彪  
大な量の会話を忠実に記録して読者の前に再現する方法をとった。このため忙  
今日では私達ほこれらの会話を通じてJohnsonの実に豊かな人間像を見るこ  
とができる。また、これらの会話を通じてさまざまな事柄についてのJoImson  
の意見を直接知ることができる。しかし、それと同時に私達ほ会話文の中にも、  
地の文の中にも、一貫してBoswellの姿を見ることになるのである。自己中  
心的なBoswellは決して自分を隠したりはしなかった。彼はたしかにJohnson   
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を描いたが、同時に、自分がこの「大博士」に同行していることに恍惚とした  
のだった。そして、随行者としての自分を措くことをわすれなかった。ある時  
には彼は将来博士の伝記の材料となるはずのさまぎまの事について、Johnson  
自身のロからそれらを引きだす自分の手腕と方法とを誇示している。   
Idonotmeanleading，aSin anorchestra，byplaylngthe丘rst丘ddle；   
butleadmg as one doesin examinlng a Witness－Starting topics，   
andmakinghim［Johnson］pursuethem9）・   
（私ほオ【ケストラでやるみたいに第一バイオリソをひいて導くとはいわな   
い。証人をしらべる時のように導くのだ－話題を始め、それを彼［JollnSOn］   
におぁせるのだ。）   
ToryびいきのJohnsonとWhigの闘士JohnWilkesの会見記10）ほL  
げ∫∂ゐ邦ぶ0弗の中で、とりわけ魅力的な挿話だが、ここにもBoswellの自己中  
心性は顧著にあらわれている。そこでのBoswelユの熱意の大半ほ、この両者  
の会見実現のための彼自身の奔走ぶりを描写することに向けられているのであ  
る。エ¢げJoゐ弗SO弗はBoswellの自伝であるとまで断言する学者が現にいる  
のも、無理からぬことなのである11）。   
しかしそれでは‘エ¢げSαγ戊gβ’の中でJol－nSOnの像がまったく見られない  
か、といえばそうではない。この伝記にあらわれている彼の思想、彼がこの伝  
記をかいた目的の一つ、その日的を達成するために彼がとっている方法を通じ  
て一一つのJollnSOn像が読者の前に、実は極めて明瞭な姿で現われている。  
LLifeofSavage’においては、Johnsonは‘Ⅰ’という言葉を趣くわずか（概算  
で20）しか用いていない12）。そしてそれらの‘Ⅰ’も彼の正体を明らかにする性  
質のものではない。彼がこのようにこの伝記の中で自分の正体を明かさなかっ  
た理由の一つは容易に推測される。Savageは死んだ時には世人の非難中傷に  
さらされている身であった。JollnSOnは彼をそれらの人々から護る決心をした  
のだった。Savageの死後間もない1743年9月Gβ弗≠Jβ椚α弗’ざ〟αg‘‡言古邦β誌上に  
次のような書き出しでSavage伝刊行の予告文が掲載された。筆者はJohnson  
であり、Savage共々その雑誌の寄稿者だった。  
－As yo11r COllectio】1S Show hDW OLten yo11have owned the   
OrnamentS Of your poetical pages to the correspondence of the   
unfortunate andingenious Mr．SavageIdoubt not b11t yOu have so   
rLife of Savage一におけるSamuelJohnson  lO7   
much regard to his memoirastoencolユrageaクりdesignlhalmqyhave  
・・・  、  ・・・・、・・    ・・・‥ ‥‥・卜・   
mine）18）   
（一貴下の雑誌が実際に示すように、過去のその詩瀾を飾った吟草が薄幸   
なる天才サヴェジ氏の寄稿によるところがいかに多かったかという事実にか   
んがみて私は、貴下が今も彼の死を深く悼んで、彼の思い出を世の侮辱と中   
傷から守るに役立ついかなる企画をもこれを奨励するに答かでないと確信い   
たしますので…。14〉［付点筆者〕）  
Savageの伝記を執筆しようとするJohnsonの計画に最初から彼を護ろうとす  
る意図があったことはこの文面からも明らかである。彼は根本的にほSavage  
を「美徳も悪徳も等しく衆にすくやれ、弱点も才能も共に顕著な人鱒」（aman  
equal1ydlSting11ishedby hisvirt11eS and vices；and atonce remarkable  
forhisweaknessand abilities15））として把握していたのである。しかし  
Savageが死亡した時、彼に対する世人の非難ほ激しかった。だから若い  
Johnsonほこの友人の汚名を雪ぐことの急務を感じたのである。したがって世  
人の非難というものがなけれは‘LifeofSavage’ほ現在のそれとはかなり違っ  
た内容のものとなっていたと想像される。前述の予告文の中ではSavageの思  
い出を「侮辱と中傷」から護るとはいっているものの世人がSavageに与えて  
いるものが決して単なる不当な侮辱や、理由のない中傷でないことはJohnson  
自身よく知っていた。Richard Savageほ、一時は彼の数奇な運命が世人の注  
巨をあつめ、彼の自伝的な詩は飛ぶような売れゆきを示した。彼は上流の家庭  
に迎え入れられ、「天才が宮の輝きにおおわれる」（geni－1S，・・・invested with  
theglitterofafauence）16）という「生涯の黄金時代」（thegoldenpartoi‥  
1ife）17）を謳歌したのだった。しかしその彼も、Johnsonと相識った1738年の  
頃には、彼自身の奇矯な性格や無節操な言動が主な原因で世人にあきられ、疎  
んぜられていた。さらに、彼の不運と彼の刹那的な生き方とが災いして、経済  
的には貧窮の極みにまで落ち、「時には下層民のうちでも最も卑しく、最も不  
道徳な着たちの騒音と汚物の中」（incellars，amOngtheriotandfi1tho董the  
meanestandmostprofl1gateOftherabble）18）で夜を明すこともあり、その  
ような宿にさえとまる金のない時には、「疲れるまで街路をさまよい、・‥ガラ  
ス工場の灰の中に眠る」（Walkedabout the streets ti11he was weary，・・  
andlaydown．．．amongtheashesofaglass，house）ということもあった。   
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そして彼の全盛時代に彼が他人に加えた不当な侮辱や皮肉のために零落してか  
らの彼ほ各方面から当然とも言える報復を受けなければならなかった。しかも  
数年の内に事態はますます悪化し、最期近くまで彼の身の上を心配してくれた  
友人達とも、彼自身の忘恩的ともいえる言動がきっかけとなって絶交のやむな  
きに至った。その時でもなお彼を見捨てなかったPopeさえも、誤解がもとで  
披から離反していった。Savageが地方都市の債務者監獄でひとり淋しく死ん  
だ時、看守の情けで埋葬費用が彼によってまかなわれるというありさまだった。  
このように、Savageの死から約1ケ月彼の1743年9月に、当時まだ若く、貧  
苦の直にあった無名のJohnsonが前述の伝記刊行の予告をした時、Savageの  
仇敵はもとより祝辞、かつての友人達を含めて、世間一般の多くの人々が、即  
ちJohnson以外のほとんどあらゆる人々がSavageに批判、非難、誹誘、あ  
るいは中傷をあびせるであろうと、少くもJollnSOnには感ぜられたのである。   
このような人物を弁護するにあたって、JollllSOnの展開する論議が、S乱Vage  
と親しい関係にある友人によるそれだと、あらかじめ世人に知られていれほ、  
その論議は偏愛故にゆがめられたものと受け取られるおそれがある。JollnSOn  
がここで故意に自分を隠したのは、その危険を避け、彼の論議を中立の立場に  
立つ者による公正なそれであると読者に思わせようとした彼の戦術である。彼  
がこの作品の中で次のごとき構文を多く用いていることもこの推論の裏付けと  
なるであろう。  
／・・、・・‥・・－、～ ・ご‥ご，・   
Tothis11nhappystateilisjusltoim？ute‥・（Italicsmine）   
この種の文が、ほとんど枚挙にいとまのない捏頻繁に用いられている。あるい  
はgenerally，reaSOnably等の副詞を多く用いることによって彼q）主観的立場  
をあいまいにしている。  
JoIlnSOnは伝記執筆の際に必ずしも常にSav喝eの伝記におけるように自己  
を隠したわけではなかった。‘1ifeofSavage’とエダひβ∫ゲ才力βククめに見る他  
の詩人蓮の伝記とでは執筆年代にあまりの開きがあり、安易な比較はできない。  
しかし、たとえば、やはり彼の友人であったWiuiamCollinsの伝記において  
は、この夫折した愛すべき薄幸の詩人を、友人としての哀惜の情をこめつつ措  
いていること19）と、Savageの伝記においては作者が誰であるのかを、かくま  
で意識的に隠していることとは、極めて対照的である。   
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こうして中立的立場を打ち出しながら彼がSavageの弁護という目的達成の  
ために取っている方法は罪を犯した被告の救済を目的として法廷で陪審員に働  
きかける弁護士のそれを思わせるほどに計画的かつ方法的なものである。その  
ような方法で彼は読者に働きかけ、読者からSavageに対する「無罪評決」を  
引き出そうとしている。彼はまずSavageが「無罪」ではないことを積極的に  
認めて（書いて）いる。Savageの多くの逸話を語り、種々のコメソトを与え  
ることによって、Johnsonは彼が世人の誹誘をうけたのももっともと思われる  
ような彼の不行跡の数々をあげているが、そこでのJohnsonの趣旨はSavage  
のこれらの悪しき行為が根太的には不道徳な性質のものではないということに  
ある。Savageの犯した悪しき行為ほ多くの場合において彼の不幸な境遇がそ  
の一因をなしており、情状酌量の余地がある。さもなくほ、無思慮（impru－  
dence）、不注意（neglユgenCe）、移り気・無節操（inconstancy）などの、程度の  
羞はあれ人間共通の過誤によるものであって、悪意をもって計画的に行なわれ  
たものでほないとJohnsonは主張するのである。Savageの行為の中でも、と  
もすれは性格の下等さ、あるいほ残忍さに起因するものと受けとられる恐れの  
あるものについてのJohnsonの配慮ほ掛こ細かい。全盛時代のSavageは倣  
慢になり、他人を、わけても落ちぶれた老を侮摩し嘲笑する傾向があった。こ  
れについてはJohnsonはSavage自身が逆境笹長い間苦しんでいる間に多く  
の侮辱を辛抱せねはならなかった身であり、この過誤は彼の不幸の結果である  
ことが、幾分かは掛酌の理由になるであろうことを説いている。そして  
Itis too common for those who have un］uStlv suffered paユn，tO  
infllCtitlikewiseintheirturn，withthesameln］uStice，andtoimaglne   
that they havearight totreat others as theyhavethemselvesbeen   
treated．20）   
（不当な苦痛をうけてきた人々が、今度ほ同じくらい不当に人に苦しみを与   
え、彼等自身が扱われてきたように他人を扱う権利があると思いこむのほ、   
あまりにありふれたことである。）   
と続けることによって、彼の行為がたしかに不当ではあるが、同時に人間的な  
ものであり、読者さえ同じあやまちを犯す危険を免れていないことを思いおこ  
させるのである。   
Savageの行為の中にほ彼が道徳的に無感覚であるかの印象を与えるものも  
ある。また実際に彼は自己欺瞞という観念上の麻酔薬（idealopiate）91）で良心を   
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眠らせたとして人から非難をうけることがあったようである。「彼は自分の評  
判をそこなってしまった行為を後悔している様子がほとんど見えなかった」（he  
appeared verylittle to regret those practices which hadimpaired his  
reputations）ことはJohnsonも認めているが、それが道徳心の欠如によるも  
のではないと弁明する。Savageはたしかに‘rnanofgoodness’とはいえない  
が‘frlendofgoodness’であったというのである。この比喩によってJohnson  
ほSavageの精神の道徳性を証明しようとしている。   
だが、Savageの過誤による行為は、それらがいかに人間的弱ノ酎こ起因する  
ものとはいえ、それらは程度と量において日常社会にはあまり類を見ないほど  
甚だしいものである。その上彼ほ理由ほどうあれ売春宿で殺人事件に関係し、  
犯人として一時ほ死刑判決をうけたという経歴の持ち主である。JollnSOnが彼  
の創作活動全体を通じて、彼の読者の代表として意識していたと考えられるの  
は、一般人としての読者22）、紳士としての読者である。このような性格と経歴  
を持つ人物一人だけを読者に提示すれは、そのような人物にも事件にもあまり  
なじみのない読者達ほSavageを自分達と比較して肇嬉するかもしれない。彼  
を犯罪者という特殊な人種と見なし、Savageと自分達との共通点は考慮の対象  
外においてしまうことも考えられる。この危険を避けるため、JollnSOTlは彼の  
論議のためのもう一つの手段を使っている。それとの比較対照によってSavage  
の精神の道徳性を立証し、Savageが人間として読老と共通の範疇に入ること  
を読者に確認させるための真の不道徳の見本を読者に示すのである。この目的  
のために彼が用いたのはSavageの生母、LadyMaccles丘eldであった。‘Life  
OfSavage’では、この女は息子が父の財産を継承するのを邪魔し、彼を貧苦と  
無知の中に葬り去ろうと執拗に努める怪物じみた女として措かれている。  
JollnSOnが彼女の行為に関して用いている用語ほ、例外なく彼女の不道徳性、  
計画性、犯罪性をあらわす言葉である。「残忍」（cruel）、「悪意に満ちた」（mali－  
Cious）が彼女の属性をあらわす形容詞である。幼いSavageを何とかして身辺  
から遠ぎけようとする彼女の度重なる試みは「企み」（project）2＄）、「犯罪的な計  
略」（Criminalcontrivances）24）である。Savageのものとなるほずの財産は「母  
親に詐取された」（defraudedbyhismother）25）。就中、Savageが、ある殺人  
事件にかかわって一度は死刑判決をうけ王の特赦を請顕した時には、彼女一人  
が特赦が下るのを阻止するために「嫌悪をもi：おす陰謀」（hatef111design）26）を  
たくらんだ。「もし正義と恩情とが身分ある弁護老を確保してくれなければ、彼  
は、あいまい崖と売春婦と母親との証言によって殺害されるところであった。」   
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（付点筆者）（［Thus］had Savage perished by the evidence of a bawd，a  
Slruナゆel，and hismother，hadnotjusticeandcompassion procuredhim  
anadvocateofrank‥‥）27）彼女が、この場合具体的に何をしたかは明らか  
でないが、Johnsonは彼女の徳性をある売春婦（彼女ほ法廷でSavageに不利  
な偽証をした）のそれと同列におくのである。このようにしてJohnsonの示  
す「見本」との比較によって、表面上は犯罪などに関わりのない高位の人物が  
実は真に不道徳な犯罪者であることを一度読者が納得すれは、彼等の平凡な価  
値感は逆転し、殺人犯の嫌疑の晴れていないSavageの非行が本当に自分達の  
ものと共通の弱点に起因すると考えることが可能になるのである。   
このようにして懐柔した読者を  
he［Savage］oughlnolyet10bewhol＆excludedjYOm COmタassion，because   
his faults were very often the effects of hismisfortunes．28）（Italics   
mine）   
（彼の欠点は非常にしばしば彼の不幸の結果なのだから、彼が哀れみの情か   
ら完全にほずされてはならない〔付点筆者〕）  
と作者が説得しようと努める時、Savageに対しての憐憫を拒む読者ほいない  
であろう。Savageの道徳性を証明することによって彼のために弁護を試みる  
Johnsonの論議は、そのかぎりにおいて、一応成功していると考えられる。  
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しかしながらJohnsonがELifeofSavage’を書いた理由は、彼が道徳的な  
意味では真に救いがたい人間ではなかったことを証明することだけではなかっ  
たはずである。それだけでは彼がこの伝記を書きあげたェネルギ〝を十分説明  
したことにはならない。そればかりでなく、この作品におけるSavageの像が  
読者に抗しがたく訴えてくる、ある種の力を説明することにさえならない。道  
徳論によってSavageを弁護することだけが彼の目的だったのではなく、彼に  
この伝記を書かせた原動力は別の所に存在したのではないかという疑いが湧け  
は、次に当然起こるのは、ではこの道徳的なJollnSOnほ彼の「地」であろう  
かという疑問である。そこで私達の「本当のJohnsoll」さがしが開始する。  
Johnsonは‘Li董eofSavage’の中のどこにいるのだろうか？ この疑問に対   
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する解答の端緒は本節の冒頭にあげた二点の問題についての質問を拇起するこ  
とで、得られそうに思われる。   
Johnsonにこれだけのエネルギーを投入させたものは何だったのか？   
ここに描かれているSavageの魅力はどのような性質のものなのか？  
BoswellはSavageについて「この人物についてはJolmsonが一時期彼の  
親友であった事実を怪言邪こ思わずに語ることは困難である之9り と訝かしんでい  
る。それがJolmson以外の大方の人々のSavageに対する見方だったのでは  
ないだろうか。この作品の中に記されているSavageの言動の一つ一つをとり  
あげるならば、彼は確かに「道徳家」のJohnsonが彼と親交を待ったことさ  
え理解に苦しむような種類の人物である。彼のこの伝記は身勝手で怒りっばい  
浪費家の一代記であるとさえいえるであろう。彼の言動の特色はそれらが理に  
合わないことにある。Johnsonがそれらに対して理性的に批判を下している部  
分も多いのほ事実である。しかし、人間には本来当人が見る事を好まない事柄  
ほ見えないものである。それゆえ、JoIlnSOnがこの身勝手な人物の理に合わな  
い言動の数々を目撃し、探索し、記憶し、倦むことなく記録しているという事  
実は、それがそのまま、彼がおそらくほ彼の理性よりも深い部分でそれらを肯  
定していたことの証明となっていると考えぎるを得ない。しかし一方Johnson  
がSavageに対して持っていた興味ほ単に人間性の多様なあらわれ方に対する  
興味とも違っている。JohnAubreyが月γ村上五γβSを書いた原因となったも  
のの少くとも一部ほ、そのような、珍奇なものを追う切手収集家のそれにも似  
た情熱だったと思われる。Boswellがノートを片手にさまざまな分野の有名な  
人物、悪名高い人物を追いかけたのは多分にこの情熱のせいだった。しかし  
Johnsonの興味はその種のものではなかった。彼の精神活動の中の大きな部分  
ほ経験と密接に結びついているとしはしほ指摘されているが30）、このことは彼  
の人間への興味の持ち方にもあてはまると考えられる。  
JohnsonがSavageの理に合わない部分をも受け入れていたことを示す証  
拠ともいえるものを‘エ¢ゲ5αU噂β’の中に捜そうとすると、箇所ほ限られて  
いるがやはりそれらを見つけることができる。Johnsonのこの傾向はSavage  
の都落ちの挿話を中心とする部分に最もはっきりとした形で表れている。この  
挿話ほ単に一つの長い挿話というだけではない。それ自体及びその前後の部分  
でSavageと彼の友人達の仲違いの経過が精しく語られ、Jolmson，Savage、  
及びSavageの友人達の三者の関係がそこに端的にあらわれている。そこでは   
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JolmsonはSavageに味方をするにあたって、Savageが友人達に敵意を抱く  
に至った過程の中に何らかの合理性を彼のために見出してやる努力をするので  
はない。彼はこれらSavageのかつての友人達に、彼もまた一見理由のない反  
撥を示すことによってSavageに加地するのである。Savageが友人達と仲違  
いをするに至ったのほ主としてSavageの身勝手のためであった。Johnson自  
身、理性的にほSavageの友人達に非のないことを認めている。／くトロンの家  
を追われ、王妃の死によって彼女から下賜されていた年金が途絶えた後、  
Savageを経済的に支えつづけたのは彼の友人達であった。Savageが常に貧  
困のどん底にあったのは、「Savageは、彼が足をふみ入れる所はどこででも秩  
序・仕事が眼前から消え去り、すべてがでたらめになることを望む」（Wherever  
Savageentered，heimmedlatelyexpeCtedthat orderandbusinessshould  
flybeforehlm，thatallshouldthenceforwardbelefttohazard）31）という彼  
の性癖によるものであった。あるいは彼が友人の誰かから生活のための金を与  
えられると、そのすべてを投じて一夜の享楽をあがなうという彼の習性による  
ものだった。「それが必ずしも彼の友人達の怠慢や冷酷さによるものではない」  
（itwasnotalwaysbythenegligenceorcoldnessofhisfriends）ことを理  
性の上ではJohnsonは認めている。そ九ならば、なぜJohnsonはSavageに  
味方し、Savageの友人達に反授したのか。その理由を考えるにあたり、その  
友人達に対するJohnsonの怒りがどのように表われているかを見ておく必要  
がある。   
Savage自身の不行跡と、彼に及んだ外的な原因とが重なって彼が最低の窮  
乏生活に陥った時、Savageの友人達ほ彼等の間で相談して、彼を救うひとつの  
方法を考えついた。それはSavageが友人遠から与えられた金を持ってWales  
の田舎へ行って住み、その後は毎年同じ人々から送られるはずの金で、その地  
で静かに余生を送るというものだった。Savageはこの掘案を喜んで受け入れ  
て田舎へ旅立った。しかしLondonを離れるや否や、彼は何の理由もなく友  
人達を悪く言いはじめた。これが友人達の耳に入って、かれらの多くは予定の  
金をSavageに送ることをやめてしまった。そしてこれがもとでSavageと  
友人達との激しい反目へと発展するのであった。この挿話はJollnSOnによっ  
て冷静に語りはじめられている。しかし、語り続けてゆくにつれて彼はしだい  
に激昂してくる。一つずつパラグラフが進むたびに彼がしだいにSavageの友  
人達への怒りをむきだしにしてゆき、同時にSavageに加担してゆく様子を見  
ることができる。そして次に引用する箇所でJoImsonの怒りは爆発する。   
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ItmighthavebeenreasonablydemandedbySavage，thattheyshould，  
before they had taken away whattheypromised，have replaced him  
in his formerState，that theyshould have taken no advantage from   
the situation to which the appearance of their kindness hadred11Ced   
him，andthatheshould have been recalled to London，beforehewas   
abandonedt He mightiustly represent，that he ought to havcbeen   
consideredasalユOninthetoils，and demand to be releasedt）eforethe   
dogsshouldbelooseduponhlm．32）   
（彼等ほ約束しておいたことをとりさげてしまう前に自分をもとに戻してお   
くペきであり、また彼等が親切そうなふりをして自分を引きこんだ状態を利   
用してはならず、さらに自分は見捨てられる前にロンドンに呼び戻されるべ   
きだったとSavageが主張しても理屈に合わないことはなかったろう。自分   
は戦う獅子と考えるべきだと彼が言いはって、自分に向って犬が放たれる前   
に自由の身にせよと彼が要求したとしても正当であろう。）  
ここに爆発している怒りがJohnsonのものであるのかSavageのものである  
のかは区別しがたい。ここではJohnsonはSavageと感情的に一体になって  
いる。しかし、Savageと一緒になって彼がこのようにSavageの友人達に反  
撥した理由は何だったろうか。   
この作品の中で、JohnsonはSavageの友人達について、Popeを除けば、  
個別に言及することもなく、「友人達」と一括してかなり漠然とした語り方をし  
ている。しかし、その中に散見する表現や言葉から彼等の社会的地位をある程  
度推測することができる。彼等はSavageの友人ではあるが、GrubStreetの  
屋根裏に住む三文文士ではない。それぞれSavageを迎える家庭を持っており、  
彼に金を与えたり、予約購読（subscription）に応じたりするだけの経済力を  
持っている。しかし、彼等が上流階級には属していないことも明らかである。  
また彼等に関する記述の中にあらわれる「秩序」（Order）、「仕事」（business）、  
「大蔵省」（theExcheq11er）などの言葉から、彼等が中流階級に属する人々、少  
くとも、その階級に特徴的な属性を多分に備えた人々であろうということも、  
ほぼ察せられる。一方、JollnSOnは田舎町の木星の息子として生れ、学資が不  
足して大学を中退した。その後、試みた私学校の経営にも失敗して「ポケット  
にニペンス半勒」を入れただけで上京したという背景を持つ人物だった。彼に、  
わが身のこの不幸を笑い話にするだけの気持のゆとりが出るのは、まだ何十年  
も先のことである。この時期には、彼はまだ「労苦・羨望、窮乏、パトロン、   
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牢獄」（Toil，enVy，Want，thepatron，andthegaol）34）という学者にとって  
の五ケ粂の災いに囲まれ、雇われ三文文士としてこきつかわれ「書店主たちの  
ための翻訳で飢死すが5リ という心配もあながち大げさなものとは言えない窮  
状だった。JohnsonがSavageに出会った1738年はJohnsonのこの窮状が  
打開される見通しもほとんどない頃であった。互に友人となった彼等二人は、  
それぞれ同程度の極貧生掛こ苦しみながら、「時にほ泊るべき暗がないために…  
セント・ジェームス・スクウェアを歩き回った。」88）だからJollnSOnがSavage  
の対立者であるSavageの友人達に示した、一見理由のない反姪の原周となっ  
ているのほ、中流階級の人々である彼等が楽しんでいる安穏な境遇から、自分  
もSavageも共に疎外されているという感情であったとしてよいであろう。  
JohnsonをしてSavageの理不尽な行為に対してさえ、あえて日をつむらし  
むるほど衝こ強い共感を抱かせた原因の一部は、彼等二人が共に疎外されてい  
るというJollnSOnの強い感情だったと考えられる。   
しかし二人が共に持っていたであろう疎外感がJohnsonにSav喝eに対し  
ての強い共感を抱かせたという理由を加えても、まだJohnsonが彼の‘Life  
OfSavage’に投入したすべてのエネルギーを説明するには不十分である。又、  
それだけではJohnsonがこの作品の中で措いているSavageという人物の魅  
力を説明することにもならない。ここに措かれているSavageの魅力はどのよ  
うなものであるのか。Jobnsonがその伝記を書くにあたって、彼にあれだけの  
エネルギーを投入させたゆえんのものは何であったのか。これらの間について  
もう一度考える時、この二人の間には護る者と護られる老、疎外感を同じくす  
る仲間同士という以外に、もう一つの関係があるらしいことに気がつく。私達  
は彼等が置かれていた疎外の状況について考えてみなけれはならない。彼等二  
人が友人同士であった短い期間において彼等が共に中流階級的特典から疎外さ  
れていたとはいっても、彼等のそれぞれがそこに至るまでの情況と、彼等がそ  
れぞれに、その後どうなったかということを考慮に入れると、この二人はむし  
ろかなり対照的な立場にあったことが分る。Savageは以前には彼の友人達以  
上にも社会的特典を享受していた人であった。かつては彼は「風采は堂々とし  
て金を蒔き」（hisappearancewassplendid，hisexpenceslarge）37）、「彼があ  
らわれさえすれは遊芸場ほどこでも人があつまった」（his presencewassufa－  
CienttomakeanyPlaceofpllblicentertainment popular）ものであった。  
この境遇から彼ほ次々と自分に与えられた機会を失ってきたのだった。彼はこ  
うして次第に上流階級的、そして中流階級的特典から疎外されてきた人物であ   
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る。一方JollnSOnは、彼の生涯をまったく疎外された状態からはじめている。  
彼がSavageと出会った1738年から彼が’Lifeo董Savage’を書く1744年に  
いたる数年間ほ彼にとって微妙な年月であった。前述したように彼の生活の賀  
しさは変らない。彼が300ポンドの年金を受けることになって生暗が安定した  
のは約20年も先のことであった。しかし1738年5月に彼が匿名で発表してい  
た諷刺詩エク乃ゐ形は既に好評を博していた。さらに1740年にはEd－VardCave  
の主宰するGβ彿′Jβ研α乃’s〃喝αgわーβ誌の執筆陣に加わっていた。エ0邦血循で彼  
が得た報酬はわずか10ギニーにとどまり、一方、Caveも抜け目のない事業主  
であったからJohnsonの貧乏は変らなかったし、彼が無名の≡文文士である  
ことも変らなかった。が、彼がこの伝記を書く直前の時期には、彼が自分の前  
途にかすかな曙光が見えはじめたことを意識していたことほ疑えない。即ち、  
JohnsonとSavageとの短い交友の時期は、下降してきた老と上昇してきた  
老とが坂の途中ですれちがった一瞬であった。彼等二人の間にほ、このような  
境遇の羞があったのである。   
境遇がこのように対照的である一方では、彼等の生き方もまた対照的であっ  
た。Savageの生き方は、ただ自分の感情や欲望にのみ従って生き、他の何者  
の支配も受けつけないものだった。中流階級の彼の友人達が与えてくれた、生  
存への機会を、彼ほただわけもなく潰してきたが、それは彼が常に自分の欲望  
や感情に惑溺したためであった。こうして衡よまったく見捨てられて孤独に死  
んだのである。しかし見方を変えるならば、彼の生き方は、彼の友人達が代表  
し、彼等の仕事、定収入、貯蓄、安定、家庭、規律等によって象徴される秩序  
を、彼の側から徹底的に拒否したものということができる。彼は自分を秩序の  
中へ組み込もうとする人々の誘惑に屈するよりも我が身を滅ばすことの方を選  
んだのだった。この作品の中のSavageの魅力の質ほ、彼の表面的な愚行の下  
に隠れていて、なかなか本質をつかみにくい。それは実ほ自分の本性のみに  
従って生きるものの魅力、自分に秩序という榔をはめようとする者達を振り  
切って破局に向ってひたすら突き進む、その現爽とした姿の持つ魅力というこ  
とができるだろう。RICliard Savage白身がそのように強く自由であることを  
志していたかどうかは分らない。Johnsonの視線がSavageの愚行の中に強く  
自由な力を見たのである。そのために彼は、それだけの力を内蔵するSavage  
の像を措いたのであり、その像の持つ力が読者を魅するのである。   
一方Jobnsonの生き方はどのように見られるであろうか。JoIlnSOnは生  
来、肉体的にも精神的にも異常な激しさを持っていた人であり、「道徳家」とい   
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う言葉が普通暗示するような調和のとれた中庸の人では決してなかった。彼の  
肉体的要求がいかに強烈であったかはBoswellが証言している。（エ¢扉  
Jpゐ彿SO仰の中で彼が口外したものは主としてJollnSOnの食欲等、比較的罪の  
ない種類のものについてであったが。）Boswellの記録によれは、Johnsonは  
食事の時には食欲を満足させることに熱狂的ともいえるほど激しく没頭した。  
「彼の眼差しは卓上の皿に釘付けされたように見え38）」食べる畳も速度も、あ  
まり猛烈だったので「食事中は彼の前額の血管は膨れ上り、大抵の場合には大  
粒の汗が表面に浮んだ」という。「彼は我慢する能力ほ持っていたが適度な享有  
ということができなかった」という。Boswe11はJohnsonが「厳格に禁欲的」  
でほあり得ても「節制的」ではあり得なかった、とも証言している。彼の他の  
肉体的欲求についても同様の特徴が見られた。彼の肉体だけでなく、彼の精神  
もまた「厳格に禁欲的」であっても、「節制的」でほなかったと思われる。道徳  
や秩序は彼にとって「厳格な禁欲」であって、嗜好でも節制でもなかった。彼  
がこのような「禁欲」を自分に強いた理由の中の一つは明らかに彼の病気であ  
った。彼ほ若い頃から度々激しいメランコリーに襲われた。彼ほ「この憂うつ  
な病気から一生完全に逃れたことはなく、すべての彼の仕事、すべての彼の慰  
戯すらが、この不幸な病勢の単なる一時の中断にすぎない39）」のであ㌧た。そ  
の病勢の激しい時には、町の大時計の示す時間の識別すら彼にほできなくなる  
のであった。彼は自分の感情や欲望に身をまかせるならば、彼のメランコリー  
が昂じて、ついには狂気に至るであろうと生涯恐れつづけていた。Johnsonが  
新年や彼の誕生日が来るたびに、日記に早起きすること、覿律正しくすること、  
空想にふけらないこと釧）などと、彼の決意を繰り返し記しているのは、一見  
なんでもないことのようだが、それには上で述べたような背景があった。この  
ような細かな規律までをも動員して、自己を監視しつづけねはならぬと彼が感  
じたほど、彼の内にあって、内から彼を崩そうとする力は強いものだったので  
あろう。競律も秩序も道徳も、彼にとっては生来の嗜好ではなかった。それら  
は、それらによって我が身を親制しつづけることなく、彼の欲望や感情に身を  
まかせるならば、終には白分が狂気におち入るであろうと恐れていた人が、生  
き延びてゆくために我が身に強制した伽であった。彼は野心を満たさねはなら  
ぬと感じたであろうし、それ以前に正気でありつづけなければならなかった。   
このように考えるならばJohnsonとSavageとの短い交友は、本来の自己  
でありつづけたことによって身を液ばした老と、生き延びてゆくために本来の  
自己の上に秩序や道徳という仮面をかぶることを選んだ老との出会いという意   
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味合いを帯びてくる。‘LifeofSavage’の中にあって、道徳論をふりかぎしつ  
つSavage弁護のための議論を展開するJollnSOnは、この仮面をかぶった  
Jobnsonなのである。  
JohnsonとSavageとがこのように生き方において対照的であるならば、彼  
等の本来の自己についてはどうであろうか。Savageのそれについて考えてみ  
なけれはならない。20世紀後半に伝記や小説を書こうとする作家ならば、人間  
の本来の自己、あるいはそれの持つ力を措くのに、ほとんど必ず性欲を通じて  
措くであろう。文学においてほ性欲は人間の欲望全体を代表するものであり、  
欲望はまた人間本来の自己をあるいはそれの持つ力を代表するものだからであ  
る。JollnSOnはSavageの性あるいは性欲を言葉に出して直接語ることはしな  
かった。逆に彼はSavageが一時期彼の′くトロネスともいうべき存在であっ  
た女優（Mrs．01dfleld）と「二人だけで会ったことはなかった41〉」ことの方を  
言葉に出している。この遊蕩児の伝記において、それ自体が性と直接結びつい  
ている言葉（adultery，StrumPet，inbed，etC・）は、数の上でも極めて限られ  
ている。しかもJohnsonは、これらの言葉を、彼が犯罪者叫と見なした女達  
（Savageの母、彼に不利な偽証をした売春婦、及び曖昧星の女将）にのみ用  
いているも こうして彼は性を表す言葉を犯罪と籍びつけることによって、闇の  
中に閉じこめてしまった。彼には性を禁忌と見なす意識がそれほど強かったの  
であろう。CatherineBaulderstonはJohnsonがマゾヒストであったという  
大胆な仮説を立証しようとしたのだった。彼女の議論を覆えすことはいくらも  
できるように思われる。しかしJohnsonが性をも含めて肉体的な欲望の強い  
人物であり、それらの欲望の中でも不道徳に近づく危険を含んでいるものに対  
しては禁忌の念が特に強かったことは疑えない。彼にとって不道徳は世界の堕  
落を意味する以前に彼自身の破滅に直接つながるからである。彼は、しかし、  
自分の欲望を抑制したのとは逆にSavageの欲望の自由さは、間接的にではあ  
るが抑制することなく措いている。Savageという「どんな欲望も満足さゼず  
に退けることに慣れておらず、目前に現れるあらゆる快楽の追求を阻止できる  
のは金欠病だけ」（Mr・Savage，Whohadneverbeenaccustomedtodismiss  
anyofhis appetiteswithout the grati丘cation which thev solicited，and  
whom nothing but want of money withheld from partaking of every 
pleaslユrethat fellwithinhisview）44）という人物を措くにあたり、Johnson  
は金銭という極めて卑近でいながらその性質上、抽象的で象徴的なものを通じ  
て彼の欲望を十分に措いている。   
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‘LifeofSavage’においては、金銭は実に多くの役割を与えられ、多くを語っ  
ている。やや間接的に金銭と関係する言葉（estate・財産、reWard・報酬、etC・）  
をも含めるならば、この作品全体の80％以上にあたる、約75ページに必ず一度  
以上、金掛こ関する言葉が用いられている。‘LifeofSavage’は一生を金銭に  
関する失望と浪費と借金とを繰り返した男の物語である。まず、この作品でほ  
金銭は比較的単純な象徴としても用いられている。Savageが、もう再起の見  
込みがまったくなくなった後も「いつかはころがりこむに違いない財産を思っ  
て安心していた」（［Savage］flatteredhimselfL・．withriches，tObeenjoyed  
insomedistantperiodofhislife）44）ということほ、彼の楽天的な自己盲目  
性を象徴している。又、彼の母が当時の「国民的な南海航路熱」（thegeneral  
madnessoftheSo11thSeatra抗c）4S）に熱中していたことへの言及ほ、この  
一言で、その当時、多数の国民を投機に狂奔させた、この不健全な事件と、こ  
の女とを結びつけることによって、彼女の病的なまでの背徳を表している。金  
銭はまた、この作品の構成にも関わっている。RichardSteeleに関する挿話46）  
L常に借金で首の回らなかったSteeleが来客をもてなす際、彼の家に常時、  
居坐っている執達吏達に仕着せを着せて給仕がわりに召使った。それを聞いて  
客人達ほ大笑いをし、彼のために借金を払ってやった－－」は、それ自体、この人  
物のSavageに優るとも劣らない奇頑な性格を表している。が、それだけでな  
く、奇矯ではあるが、その中に度量の広さを持つ、この人物のこの挿話が、若  
いSavageの人生への門出ともいえる時期を措いた部分に置かれることによっ  
て、それは作品に一つの効果をもたらしている。Savageという、人をいれず、  
又、人にもいれられなかった人物が債務者監獄でたった一人死ぬ、この物語を  
読み終えた時、読者ほ、このSteeleの挿話を思いおこすからである。   
この作品において、金銭は、掛こその浪費を通じてSavageの欲望への徹底  
した耽溺を物語っている。Savageのすさまじいぼかりの浪費は、当然それに  
よって一夜の内にあがなわれるはずの快楽の数々を意味しているからである。  
Savageほ元来浪費家であったが、年金などの、まとまった金が入ると、いつ  
も一人で行方をくらますのであった。そして帰ってきた時には必ずまた一女な  
しになっていた。  
This was hlS COnStant PraCtice during the whole time that he   
receivedthepension‥”Heindeeda侃rmedthatheretiredtostudy．．．   
but his friends declared，that the short timein whichit was spent   
SllnCiently conluted his own account Of his condllCt，47）   
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（これは彼が年金を受けている期間中、ずっと変らず行なわれた…。彼は勉  
礁するために引っこむのだと言い張った‥・しかし彼の友人達に言わせれは、  
それが消費される時間の僅かさが、彼の説明の十分な反証となっていた。）  
Savageが耽った快楽の個々については、Johnsonがその名をあげているのは  
飲食と贅沢とだけである。しかし街に売春婦のたむろする当時のロンドンで、  
若い健康な男性が、大金を持って、性的な快楽に近づかないとしたら、むしろ  
異常であろう。だから、これらの表現の真には、当然性的快楽が含まれている  
と考えなけれはならない。同時に私達はそこに、性的なものに近づくまいとす  
る「道徳家」的、表層的Johnsonの必死の努力を読みとらなけれはならない。   
こうしてSavageは、彼の手に入った金は、欲望を満たすために、たちまち  
の内に使いはたす生括を生涯続けていった。そして、彼の浪費に関する話ほ、  
彼の破局が迫れほ迫る捏、彼を追う借金取りの追求が厳しくなれはなる樫、ま  
すます矢つぎはやに繰り返されるのである。  
his friendsdlreCtedhiIntOtakealodginginthellbertiesoftheFleet，   
thathemightsec11refromhiscreditors，and‥＿SenthimeveryMonday   
a gulnea，Which he commonly spent before the next mornlng，…48）   
（彼の友人達は、彼が債権者達につかまらないようにと、フリート街の自由  
区に宿を取るように指示し、月曜ごとに彼に一ギニーづつ送ってやった。それ  
を彼は通例、翌朝までに使ってしまった・‥。）  
とうとう友人達は、この苦境から彼を救うために、十分な旅費を与えてロソド  
ンから逃がしてやった。しかし彼ほたちまちその旅費も使いはたして、田舎へ  
の途上で立ち往生するのだった。送金を受けて田舎へたどり着いても彼の瞬時  
の浪費はあいかわらずであった。置きに彼は、この追放状態から脱出してロン  
ドンへ舞い戻ろうと、ブリストルまで戻ってきたが、そこで町の人々に歓待さ  
れ、30ポンドの寄付まで受けた。その金も使いほたすとこの地方都市でも以前  
と同じく、彼はやがて人々にあきられ、無視され、貧乏するに至るのだった。  
しかも今度は「しばしば長期にわたる絶食のために気が遠くなり、食欲をなく  
して食物の臭いにたえられない」（［Savage］oftenfastedsolongthathewas  
Seizedwithfaintness，aLndhadnothisappetite）49）ほどの極貧であった。   
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Inthisdistress，hereceivedaremittanceoffive po11nds from London，  
withwhichheprovidedhimselfadecent coat，and determined to go  
toLondon，but11nhappilyspenthismoneyatafavouritetavern・50）  
（この苦境のさなかで彼はロンドソから五ポンドの送金をうけた。彼はそれ  
で、ふさわしい衣服をもとめ、Pソドンへ戻る決心をしたのだが、不幸にも  
なじみの酒場で金をはたいてしまった。）  
これらの浪費に関する詳細は、もしその一つを取り上げるならは、むしろ何か  
滑稽な感じさえする。しかし、「その大部分は債権者の告発をおそれて裏町を  
こそこそ逃げ回る」（for the greatestpartinfearofpersecutionsfromhis  
Creditors，andconseq11entlyskulkinginobscurepartsofthetown）61）とい  
うSavageの生活の中で、それらが次々と繰り返される時、そして、それらが  
Savageの欲望への耽溺を意味Lていると読む時、それらほ後から後から押しよ  
せてくる怒濡のような効果を持って、ほとんど読者を圧倒する力を持つのであ  
る。JoIlnSOnを魅了したものは、このSavageの欲望への徹底した耽溺の仕方で  
あったろう。JollnSOn自身は自分の欲望を解放することを恐れて厳重に自己監  
視しつづけた。しかし欲望はSavageの中にあってはまったく自由だったので  
ある。この二人の欲望が質においても力においても実際に等しいものだったか  
どうかは分らない。しかし、Johnsonは彼自身の欲望に等しいものをSavage  
の内に見出したはずであった。なぜなら、仮に人が他人の伝記を客観的に書こ  
うと努めたところで、結局は自分と等しいものしか書けはしないのである。平  
凡な人間がいかに力を揮って偉大な人物の伝記を書こうと努力しても、彼は自  
分の把握しえたものしか措くことはできず、でき上った像は作者と同じ身長、  
同じ力感、同じ色彩しか持ち得ない。Savageの像の場合には、おそらくこの道  
の現象がおきているといってよいであろう。現実のSavageの欲望とJolmson  
のそれとが本当に等しいものであったかどうかほもちろん分らない。Savage  
のそれはJollnSOnのそれよりも、はるかに低級な現われ方をする傾向の強い  
ものだったかもしれず、現実の衡よ結局のところBoswenの考えるように「情  
火、粗暴、傲慢、下品さと狂暴」丘2）という人物であったかもしれない。ただそ  
のSavageの持つ激しい欲望を見、かつ措いたのがJolmsonであったために  
SavageのそれはJohnsonのそれに等しいものになっているのである。それゆ  
えJohnsonがSavageの内なる欲望を描けは、それは即ちJohnson自身の  
欲望及びそれが代表しているところの彼の本来の自己をSavageの像の中に措   
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きこむことになるのである。Johnson自身の内部に抑圧されている自己を播き  
こむために、このSavageという何ら、自己抑圧を経験していない人物ほど適  
当な材料はなかったであろう。作者Johnsonが、この作品の中に、Savageの  
友人としてのJohnsonを登場させる必要は少しもなかった。なぜなら、Savage  
の像の中へと解き放ってやることによって、JollnSOnの未来の自己が、彼自身  
の中にあるよりも、ほるかに徹底し、ほるかに健やかに‘Life of Savage’の  
車に生きているからである。  
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